
1 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（十）

本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介（
四
）13
明
石
香
〜
18
松
風
香
」（『
社
会
科
学
』第
44
巻
第
2
号
、二
〇
一
四

年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
五
）
19
薄
雲
香
〜

24
胡
蝶
香
」（『
社
会
科
学
』
第
44
巻
第
3
号
、二
〇
一
四
年
十
一
月
）、同
「
竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
六
）
25
蛍
香
〜
30
藤
袴
香
」（『
社
会
科

学
』
第
44
巻
第
4
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種

香
』
の
紹
介
（
七
）
31
真
木
柱
香
〜
40
御
法
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
1
・

2
号
合
併
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介
（
八
）
41
幻
香
〜
47
総
角
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
3
号
、二
〇
一
五

年
十
一
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
九
）
48
早
蕨
香

〜
51
浮
舟
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
4
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
の
続
編

と
し
て
、
52
蜻
蛉
香
〜
54
夢
浮
橋
香
ま
で
の
三
つ
の
組
香
の
翻
刻
と
考
察
を
お

こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、『
同
』

第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記

す
に
と
ど
め
る
。

な
お
、
本
稿
を
も
っ
て
、
一
連
の
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
を

終
え
る
。
全
体
の
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
す
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
十
）

│  

52
蜻
蛉
香
〜
54
夢
浮
橋
香  

│

矢　

野　
　
　

環

岩　

坪　
　
　

健

福　

田　
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子
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造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

52　

蜻
蛉
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
蜻
蛉
香

 

あ
り
と
見
て
手
に
は
と
ら
れ
ず
み
れ
ば
又

 

　

行
ゑ
も
し
ら
ず
き
え
し
か
げ
ろ
ふ

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
二
包
、
客
香
一
包
、
都
合
七
包
の
内
、
六
包
出
香

と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

一
二
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
外
試
な
し
。」
七
六
ウ

一　

一
二
の
香
、
四
包
の
内
、
一
包
除
け
、
三
の
香
、
客
香
を
加
へ
、
六

包
と
し
、
打
交
て
、
一
炷
充
焚
出
し
、
六
炷
終
て
聞
に
随
ひ
名
乗
紙

に
左
の
如
く
名
目
を
認
出
す
。

 

一
二
の
内
一
炷
出
た
る
は　
　
　

か
げ
ろ
ふ
と
書

 

一
二
の
内
二
炷
出
た
る
は　
　

 

（
初
炷
を
陽
と
書

後
炷
を
炎
と
書

 

三
の
香
二
炷
出
た
る
は　
　
　

 

（
初
炷
を
蜻
と
書

後
炷
を
蛉
と
書

 

客
香
出
た
る
は　
　
　
　
　
　
　

夕
ぐ
れ
と
書
」
七
七
オ

 

一
の
香
除
た
る
は　
　
　
　
　
　

あ
り
と
見
て
と
書

 

二
の
香
除
た
る
は　
　
　
　
　
　

見
れ
ば
又
と
書

 

三
の
香
二
炷
結
ざ
る
は
中
に
あ
ら
ず
、
点
な
し
。

名乗紙
蜻三（
朱
）

　

夕ウ（
朱
）
暮　

陽一（
朱
）

　

蛉三（
朱
）

　

か
二（
朱
）

け
ろ
ふ　

炎一（
朱
）

　
　
　
　

見二（
朱
）
れ
ば
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗

如
此
認
出
す
べ
し

見
分
の
た
め
に
朱
字
を

書
添
置
く
也
。
香
会
に
は

名
目
斗
り
を
認
て
よ
し
。

一　

記
録
点
星
次
第
」
七
七
ウ

 

　

◯
（
朱
）
一二

の
香
の
内
に
て
出
香
有
は

 

　
　
　
　
　

同
香
（
朱
）
両
聞
二
点
充
、
片
聞
一
点
充
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

聞
違
各
星
一
つ
充
。
是
は
試
を
聞
た
る
故

の
過
怠
也
。

 

　

◯
（
朱
）
一二

の
香
の
内
に
て
除
香
有
は

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
香
（
朱
）
両
聞
（
出
香
三
点
充

除
香
一
点
充

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
聞
一
点
充

 

　

◯
（
朱
）
三
の
香　

二
炷
聞
、
各
一
点
充
。
片
聞
、
点
な
し
。

 
　

◯
（
朱
）
客
香　
　

三
点
充

右
各
独
聞
は
一
点
の
増
を
加
ふ
る
べ
し
。
記
録
認
様
次
に
出
す
。」
七
八
オ

 

　
　

蜻
蛉
香
之
記
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〔
表
〕」
七
八
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　

コ　
　

　
　
　
　
　
　

2 

― 

1
＝
3　
　

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　

2 　

 　
　
　
　
　
　

6　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

1　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」（
地
香
）
の
香
を
各
二
包
、
客
香
一
包

の
計
七
包
の
う
ち
、
六
包
を
出
香
す
る
。
試
香
は
、
地
香
の
中
で
も
「
一
」

「
二
」
の
香
の
み
別
途
行
い
、「
三
」
の
香
と
客
香
に
は
試
香
は
な
い
。

試
香
の
あ
る
地
香
「
一
」「
二
」
の
四
包
か
ら
一
包
を
除
き
、「
三
」
の

香
と
客
香
を
加
え
て
六
包
に
し
、
一
炷
ず
つ
焚
く
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ

て
か
ら
、
名
乗
紙
に
、
一
炷
目
か
ら
順
に
聞
き
の
名
目
を
記
す
。

す
な
わ
ち
、「
一
」「
二
」
の
香
は
、
ど
ち
ら
か
の
香
が
一
包
除
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
炷
の
み
出
た
香
は
「
か
げ
ろ
ふ
」、
二
炷
出
た
香
は
、

初
炷
を
「
陽
」、
後
炷
を
「
炎
」
と
書
く
。
ま
た
、「
三
」
の
香
は
必
ず
二

炷
出
る
が
、
試
香
が
な
い
香
で
あ
る
の
で
、
初
め
て
聞
く
二
炷
を
そ
れ
と

判
断
し
、
初
炷
を
「
蜻
」、
後
炷
を
「
蛉
」
と
記
す
。
客
香
も
ま
た
、
試
香

が
な
い
一
炷
の
み
の
香
と
し
て
聞
き
分
け
、「
夕
ぐ
れ
」
と
書
く
。
そ
し
て

最
後
に
、「
一
」「
二
」
の
香
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
除
か
れ
た
か
に
よ
り
、

「
一
」
の
香
な
ら
ば
「
あ
り
と
見
て
」、「
二
」
の
香
な
ら
ば
「
見
れ
ば
又
」

と
記
す
。
こ
れ
は
、「
一
」「
二
」
の
香
に
つ
い
て
、
前
述
の
一
炷
（
か
げ

ろ
ふ
）
と
二
炷
（「
陽
」
と
「
炎
」）
に
区
別
し
た
上
で
、
試
香
の
と
お
り

に
両
者
を
正
し
く
聞
き
分
け
て
い
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

記
録
点
は
、「
一
」「
二
」
の
香
の
う
ち
、
二
炷
出
た
香
に
つ
い
て
、
両

方
聞
き
当
て
た
場
合
は
各
一
点
、
計
二
点
と
な
り
、
片
方
だ
け
で
も
一
点

が
与
え
ら
れ
る
。
だ
が
、聞
き
違
え
れ
ば
、星
一
つ
を
付
す
。
こ
れ
は
、試

香
が
あ
る
の
に
聞
き
違
え
た
こ
と
に
対
す
る
罰
則
で
あ
る
。
ま
た
、
一
炷

の
み
の
香
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
か
げ
ろ
ふ
」
を
聞
き
当
て
て
三
点
、
次

に
、
除
か
れ
た
香
が
「
一
」（
あ
り
と
見
て
）
か
「
二
」（
見
れ
ば
又
）
か

で
正
し
く
答
え
れ
ば
一
点
を
得
る
。
ど
ち
ら
か
片
方
を
正
答
し
た
時
は
一

点
止
ま
り
で
あ
る
。「
三
」
の
香
は
、
二
炷
と
も
聞
き
当
て
て
各
一
点
、
計

二
点
と
な
る
。
片
方
だ
け
で
は
点
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
客
香
は
、
聞
き

当
て
る
と
三
点
を
得
る
。
な
お
、
独
り
聞
き
の
場
合
は
、
以
上
の
得
点
に

一
点
ず
つ
加
点
す
る
。

蘭
之
園
本
は
、「
一
」「
二
」
の
香
各
三
包
（
試
香
な
し
）
と
、「
か
げ
ろ

ふ
」
の
香
四
包
（
試
香
あ
り
）
の
計
十
包
を
用
意
し
、
一
炷
聞
き
に
す
る
。

試
香
の
な
い
「
一
」「
二
」
の
香
は
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
、
最
初
に
出

た
香
に
「
あ
り
と
見
て
」
の
札
を
、ま
た
、も
う
片
方
の
香
が
出
た
ら
「
見

れ
ば
又
」
の
札
を
打
ち
、
以
後
、
同
香
に
は
同
じ
札
を
打
っ
て
い
く
。
試

香
の
あ
る
「
か
げ
ろ
ふ
」
に
は
「
か
げ
ろ
ふ
」
の
札
を
打
つ
。「
か
げ
ろ

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭
*

*
*

*
*

*

*
*

*

*

*
*
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ふ
」
を
聞
き
違
え
た
時
の
み
、
星
一
つ
を
付
す
。
蘭
之
園
本
の
札
銘
は
す

べ
て
、
竹
幽
本
の
聞
き
の
名
目
に
見
え
、
ま
た
、
試
香
の
あ
る
香
を
聞
き

違
え
た
場
合
に
星
を
付
け
る
な
ど
、
両
者
で
共
通
し
た
点
も
あ
る
が
、
本

香
の
数
や
答
え
方
、
組
香
の
構
成
は
、
両
者
で
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

蘭
之
園
本
の
名
目
は
「
あ
り
と
見
て
」「
見
れ
ば
ま
た
」「
か
げ
ろ
ふ
」

の
三
つ
で
、
す
べ
て
巻
名
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
竹
幽
本
は
、
そ
れ

ら
に
「
夕
暮
れ
」
が
加
わ
る
。「
夕
暮
れ
」
の
用
例
は
、当
該
巻
だ
け
で
も

五
例
あ
る
。「
蜻
蛉
」
は
、成
虫
に
な
る
と
数
時
間
で
死
ぬ
。
無
常
や
は
か

な
さ
の
象
徴
で
あ
る
。

浮
舟
が
失
踪
し
て
入
水
し
た
こ
と
を
知
っ
た
薫
は
、
あ
る
夕
暮
れ
（
⑥

二
七
五
頁
）、
蜻
蛉
（
同
頁
）
が
は
か
な
げ
に
飛
ぶ
の
を
見
て
、
巻
名
歌

（
同
頁
）
を
詠
ん
だ
。
蜻
蛉
は
、
薫
が
思
い
を
寄
せ
た
も
の
の
、
亡
く
な
っ

た
り
ほ
か
の
人
と
結
婚
し
た
り
し
た
、
宇
治
の
三
姉
妹
（
大
君
・
中
の
君
・

浮
舟
）
を
暗
示
す
る
。

53　

手
習
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
手
習
香

 

身
を
な
け
し
な
み
た
の
川
の
は
や
き
瀬
を

 

　

し
が
ら
み
か
け
て
誰
か
と
ゞ
め
し

一　

一
の
香
三
包
、
二
の
香
二
包
、
三
の
香
三
包
、
四
の
香
二
包
、
五
の

香
三
包
、
都
合
十
三
包
の
内
、
二
包
取
除
け
、
残
十
一
包
出
香
と
し

て
、
皆
焚
終
り
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

陽
香
三
種
一
三

五　

、
試
な
し
。
陰
香
二
種
二四

、
外
に
拵
へ
」
七
九
オ
試
に
出
す
。

一　

陽
香
は
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
う
つ
也
。
上
下
結
た
る
を
中
り

と
す
。
陰
香
は
試
の
通
り
に
札
を
う
つ
べ
し
。

一　

陽
香
の
中
り
は
札
銘
を
不
認
、
左
の
名
目
を
記
す
べ
し
。

 

　

一
の
札
を　

小
野
尼　
　

三
の
札
を　

引ヒ
タ
ノ
ヲ
ト

板
音

 

　

五
の
札
を　

手
習
君
」
七
九
ウ

一　

記
録
点
は
、
陽
香
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
陰
香
独
聞
二
点
、

二
人
よ
り
一
点
充
也
。点
に
正
傍
有
り
札
と
香
と
同
名
の
中
を
正
と
定
。

札
と
香
と
異
名
の
中
を
傍
と
定
。。
傍
二
点
は

正
一
点
に
対
す
。
陰
香
の
聞
違
は
何
人
に
て
も
星
一
つ
充
付
る
也
陰
香

は
試

を
聞
た

る
故
也

。

一　

十
三
包
の
内
二
包
除
時
、も
し
陽
香
の
内
に
て
同
香
二
炷
除
け
ば
、一

包
出
香
に
残
る
。
是
を
聞
中
た
る
は
、
手
柄
と
す
る
也
。
此
点
は
朱

に
て
独
聞
七
点
、
二
人
五
点
、
三
人
よ
り
四
点
充
」
八
〇
オ
か
く
る
べ

し
。

一　

札
数
壱
人
前
十
三
枚
、
十
人
分
百
三
拾
枚
也
。

 
　
　

札
表

 

　

十
炷
香
の
札
紋
に
同
し
。

 

　
　

札
裏

（
1
）
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一　

三
枚　
　

二　

二
枚　
　

三　

三
枚　
　

四　

二
枚　
　

五　

三
枚

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
八
〇
ウ

 

　
　

手
習
香
之
記　

五
五
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
八
一
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　

3　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

五　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13 

― 

2
＝
11

　
　

二　
　
　

コ

　
　
　
　
　
　

2　
　

　
　

四　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」
の
香
三
包
、「
二
」「
四
」
の
香
二
包
、「
三
」「
五
」

の
香
三
包
の
計
十
三
包
の
中
か
ら
二
包
を
除
き
、
残
り
十
一
包
を
出
香
と

す
る
。
答
え
の
札
は
、
一
人
分
十
三
枚
を
必
要
と
す
る
。
札
の
表
は
十
炷

香
札
と
同
じ
で
よ
い
が
、
裏
は
、「
一
」「
三
」「
五
」
を
各
三
枚
、「
二
」

「
四
」
を
各
二
枚
用
意
す
る
。
本
香
に
先
立
ち
、
陰
香
（「
二
」「
四
」
の

香
）
に
は
、
別
途
、
試
香
を
行
う
。
陽
香
（「
一
」「
三
」「
五
」
の
香
）
三

種
類
に
は
試
香
は
な
い
。

陽
香
は
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
札
を
打
つ
。
す
な
わ
ち
、
聞
い
た
こ

と
の
な
い
香
は
三
種
類
出
て
く
る
は
ず
な
の
で
、
そ
れ
ら
が
最
初
に
出
た

時
、
順
に
「
一
」「
三
」「
五
」
の
札
を
打
ち
、
そ
の
後
は
同
香
に
同
じ
札

を
打
っ
て
い
く
。
一
方
、
陰
香
は
試
香
の
通
り
に
打
て
ば
よ
い
。

本
香
を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

陽
香
を
聞
き
当
て
た
時
に
は
、「
一
」「
三
」「
五
」
の
札
銘
で
は
な
く
、
順

に
「
小
野
尼
」「
引
板
音
」「
手
習
君
」
と
い
う
聞
き
の
名
目
を
記
す
（
た

だ
し
、「
香
之
記
」
に
は
、
す
べ
て
の
陽
香
を
名
目
で
記
し
て
い
る
。）。
陰

香
は
、
聞
き
当
て
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
札
銘
を
そ
の
ま
ま
書
く
。

記
録
点
に
つ
い
て
、
陽
香
の
独
り
聞
き
は
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
に

対
し
、陰
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、二
人
か
ら
は
一
点
で
あ
る
。
ま
た
、陰

香
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
星
を
一
つ
付
す
。
陰
香
は
試
香
が
あ
る
た
め
、

聞
き
当
て
て
も
得
点
は
低
く
、
聞
き
違
え
れ
ば
減
点
さ
れ
る
。

ま
た
、
香
席
の
冒
頭
で
十
三
包
か
ら
除
か
れ
た
二
包
が
、
陽
香
の
同
香

二
包
で
あ
っ
た
場
合
は
、
残
り
一
包
が
出
香
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
陽
香

に
は
試
香
が
な
く
、こ
の
一
炷
を
聞
き
当
て
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、こ

の
一
炷
を
聞
き
当
て
る
と
、
そ
の
功
績
と
し
て
、
独
り
聞
き
七
点
、
二
人

か
ら
は
五
点
、三
人
か
ら
は
四
点
が
与
え
ら
れ
、記
録
に
は
朱
で
記
す
。
ま

た
、
陽
香
は
、
同
香
が
二
炷
あ
る
い
は
三
炷
出
た
時
に
は
、
無
試
十
炷
香

の
ご
と
く
、
同
香
を
二
炷
以
上
聞
き
当
て
た
時
に
の
み
点
が
得
ら
れ
る
。

な
お
、
竹
幽
本
は
、
記
録
点
に
つ
い
て
、
点
に
は
「
正
傍
」
が
あ
り
、
札

と
香
と
を
同
名
で
聞
き
当
て
れ
ば
「
正
」、異
名
な
ら
「
傍
」
と
説
明
し
て

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭
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い
る
。「
傍
」
二
点
で
「
正
」
一
点
に
等
し
い
と
い
う
か
ら
、そ
の
差
は
大

き
い
。
そ
し
て
、陽
香
を
無
試
十
炷
香
と
し
て
札
を
打
て
ば
、実
質
上
、香

を
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
、
点
が
「
正
」
か
「
傍
」
か
は
、
出
香
の
順
序

に
よ
る
全
く
の
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。あ
る
い
は
、同

香
す
べ
て
を
聞
き
当
て
れ
ば
「
正
」、同
香
の
部
分
当
た
り
を
「
傍
」
と
す

べ
き
と
こ
ろ
か
。

蘭
之
園
本
は
、「
一
」「
二
」
の
香
各
五
包
（
試
香
あ
り
）
と
客
香
「
手

習
」
の
香
一
包
（
試
香
な
し
）
の
全
十
一
包
を
用
意
す
る
。
そ
し
て
、「
一
」

の
香
三
包
、「
二
」
の
香
二
包
の
計
五
包
と
、
そ
の
残
り
の
五
包
の
二
つ
に

分
け
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
「
手
習
」
の
香
を
交
ぜ
て
六
包
と
し
、
さ

ら
に
二
包
ず
つ
三
組
を
作
っ
て
二
炷
聞
き
に
す
る
。
竹
幽
本
と
比
較
す
る

と
簡
便
な
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蘭
之
園
本
が
用
い
る
五
つ
の
聞
き
の

名
目
の
う
ち
、「
引
板
の
音
」「
手
習
の
君
」
は
竹
幽
本
に
も
見
え
る
が
、

「
小
野
」（
竹
幽
本
で
は
「
小
野
尼
」）「
山
里
」「
軒
の
紅
梅
」
は
な
い
。
竹

幽
本
は
、
名
目
よ
り
も
む
し
ろ
、
陰
陽
に
分
け
た
香
に
よ
っ
て
、
物
語
の

男
女
関
係
を
象
徴
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

前
述
の
よ
う
に
、
蘭
之
園
本
の
五
つ
の
名
目
の
う
ち
、
竹
幽
本
に
な
い

の
は
、「
山
里
」
と
「
軒
の
紅
梅
」
で
あ
る
。
前
者
は
、『
源
氏
物
語
』
当

該
巻
に
十
一
例
見
え
る
語
だ
が
、後
者
は
、『
源
氏
物
語
』『
源
氏
小
鏡
』
と

も
に
見
ら
れ
る
「
閨
の
つ
ま
近
き
紅
梅
」（
⑥
三
五
六
頁
）
に
拠
る
と
考
え

ら
れ
る
。

失
踪
し
た
浮
舟
は
意
識
不
明
に
な
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た

尼
君
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
比
叡
山
の
麓
、
小
野
に
引
き
取
ら
れ
る
。
娘
を

亡
く
し
た
尼
君
は
、
浮
舟
を
娘
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
思
い
、
介
抱
す
る
。

快
復
し
た
浮
舟
は
手
習
（
⑥
三
五
五
頁
な
ど
）
に
精
を
出
す
。
こ
れ
に
よ

り
浮
舟
は
、
手
習
の
君
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
浮
舟
は
念
願

だ
っ
た
出
家
を
果
た
し
、
勤
行
の
合
間
に
も
手
習
に
励
ん
だ
。
秋
に
な
る

と
小
野
で
も
稲
刈
り
が
始
ま
り
、「
引
板
ひ
き
鳴
ら
す
音
」（
⑥
三
〇
一
頁
）

が
聞
こ
え
た
。

54　

夢
浮
橋
香

【
翻
刻
】

 

　

△
夢
浮
橋
香

 

法
の
し
と
尋
ぬ
る
道
を
し
る
べ
に
て

 

　

思
は
ぬ
山
に
ふ
み
ま
ど
ふ
か
な

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

法ノ
リ

の
師
の
香
、
尋
ぬ
る
道
の
香
、
思
わ
ぬ
山
の
香
、
踏
ま
ど
ふ
の
香
、

各
二
包
充
、
夢
浮
橋
の
香
一
包
客
香
な
り

、
都
合
九
包
出
香
と
し
、」
八
一
ウ
九

炷
皆
焚
終
り
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

五
種
の
香
包
分
様

*

（
2
）
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法
の
師
香　

一
包　
　

尋
ぬ
る
道
香　

二
包

 

　
　

右
三
包
は
青
紙
の
香
包
を
用

 
　

  
法
の
師
香　

一
包　
　

思
わ
ぬ
山
香　

一
包　
　

踏
ま
ど
ふ
香　

一
包

 

　
　

右
三
包
は
黄
紙
の
香
包
を
用

 

　

  

思
わ
ぬ
山
香　

一
包　
　

踏
ま
ど
ふ
香　

一
包　
　

夢
浮
橋
香　

一
包
」
八
二
オ

 

　
　

右
三
包
は
赤
紙
の
香
包
を
用

一　

出
香
九
包
打
交
て
、
其
内
よ
り
青
紙
包
の
三
炷
を
焚
出
し
て
、
札
筒

を
廻
す
。
三
炷
の
内
、
一
炷
有
香
は
、
何
番
目
と
聞
て
、
其
香
に
合

て
札
を
う
つ
仮
令
一
炷
あ
る
香
、
二
番
目
に
出
た
る
と

聞
は
、
二
の
札
う
つ
へ
し
。
皆
是
に
準
へ
。。
扨
又
黄
紙
包
の
三
炷
を
焚
出
し

て
、
折
居
を
廻
す
と
、
初
三
炷
の
内
に
出
た
る
香
、
何
番
目
に
有
と

聞
て
、其
香
に
合
て
札
を
う
つ
。
又
赤
紙
包
の
三
炷
を
焚
出
し
て
、札

に
盆
を
廻
す
と
、
青
黄
包
の
内
に
て
聞
ざ
る
香
」
八
二
ウ
何
番
目
に
出

た
る
と
思
は
、
其
香
の
札
を
う
つ
也
。
是
は
夢
浮
橋
香
な
る
故
に
専

一
に
聞
べ
し
。
三
炷
聞
、
三
次
終
て
記
録
に
記
し
、
香
包
紙
を
一
同

に
開
て
点
を
定
る
也
。

一　

記
録
に
は
、
番
付
の
札
名
斗
り
認
め
、
其
余
は
明
置
く
也
。
香
本
に

は
、
出
香
の
通
り
認
て
よ
し
。
点
は
、
法
の
師
独
聞
二
点
、
二
人
よ

り
一
点
充
、二
炷
と
も
に
聞
は
二
炷
目
は
一
点
増
を
か
く
る
べ
し
。夢

浮
橋
独
聞
五
点
、二
人
よ
り
四
点
充
也
。
猶
、記
録
認
様
次
に
顕
す
。」

八
三
オ

 

　
　

夢
浮
橋
香
記

 

　
　
〔
表
〕」
八
三
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

包　

青　

黄　

赤　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

法
の
師　
　
　
　
　

＝
1　

1　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

尋
ぬ
る
道　
　
　
　

＝
2　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　
　
　
　

　
　

思
は
ぬ
山　
　
　
　

＝　
　

1　

1　
　
　

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

踏
ま
ど
ふ　
　
　
　

＝　
　

1　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

夢
浮
橋　
　
　
　

1
＝　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

中　

後

『
源
氏
物
語
』
に
依
拠
す
る
組
香
で
は
、
一
般
に
、
最
終
帖
「
夢
浮
橋
」

を
欠
く
。
蘭
之
園
本
に
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
で
、「
夢
浮
橋
香
」
を
有

す
る
竹
幽
本
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
伝
書
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

本
香
に
は
、「
法
の
師
」「
尋
ぬ
る
道
」「
思
は
ぬ
山
」「
踏
ま
ど
ふ
」
の

香
、
各
二
包
と
、
客
香
「
夢
浮
橋
」
の
香
、
一
包
の
計
九
包
を
出
香
す
る
。

す
べ
て
の
香
に
試
香
は
な
い
。
答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。

本
組
香
は
、
初
段
・
中
段
・
後
段
に
分
か
れ
る
。

初
段
は
、「
法
の
師
」
の
香
を
一
包
と
「
尋
ぬ
る
道
」
の
香
二
包
の
全
三

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
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包
を
青
紙
の
香
包
に
し
て
用
意
す
る
。
三
炷
の
う
ち
、
一
炷
あ
る
「
法
の

師
」
の
香
が
何
炷
目
に
出
た
か
で
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
い
ず
れ
か
の
札

を
、
廻
っ
て
き
た
札
筒
に
打
つ
。

中
段
は
、「
法
の
師
」「
思
は
ぬ
山
」「
踏
ま
ど
ふ
」
の
香
、
各
一
包
全
三

包
を
黄
紙
の
香
包
に
し
て
用
意
す
る
。
三
炷
の
う
ち
、
初
炷
に
出
た
香

（「
法
の
師
」
の
香
）
が
何
炷
目
に
出
た
か
で
、
初
段
と
同
様
に
札
を
打
つ
。

中
段
で
は
、
折
居
を
廻
す
。

後
段
は
、「
思
は
ぬ
山
」「
踏
ま
ど
ふ
」「
夢
浮
橋
」
の
香
、
各
一
包
全
三

包
を
赤
紙
の
香
包
に
し
て
用
意
す
る
。
初
段
・
中
段
で
出
な
か
っ
た
香
を

聞
き
当
て
る
。
す
な
わ
ち
、中
段
で
「
思
は
ぬ
山
」「
踏
ま
ど
ふ
」
の
香
は

す
で
に
出
て
い
る
た
め
、「
夢
浮
橋
」
の
香
が
何
炷
目
に
出
た
か
を
答
え
る
。

こ
こ
で
は
盆
を
廻
し
て
札
を
打
つ
。

以
上
の
と
お
り
、
三
炷
聞
き
を
三
度
行
い
、
九
炷
す
べ
て
を
焚
き
終
え

た
ら
、
答
え
の
札
を
記
録
し
て
、
包
紙
を
開
き
正
答
を
披
露
し
採
点
す
る
。

記
録
に
は
、
初
段
・
中
段
は
「
法
の
師
」
の
香
、
後
段
は
「
夢
浮
橋
」
の

香
が
何
炷
目
に
出
た
か
の
み
を
、
札
名
「
一
」「
二
」「
三
」
で
記
し
、
そ

の
他
の
部
分
は
空
欄
の
ま
ま
に
す
る
。
も
っ
と
も
、「
香
本
」（
こ
こ
で
は

「
香
之
記
」
の
表
題
の
次
、「
本
」
と
記
さ
れ
た
行
を
指
す
。）
に
は
、
出
香

の
順
序
通
り
に
香
名
を
記
し
て
よ
い
。

記
録
点
は
、「
法
の
師
」
の
香
に
つ
い
て
、
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
か

ら
は
一
点
で
あ
る
。
ま
た
、
初
段
・
中
段
の
二
炷
を
と
も
に
聞
き
当
て
た

時
は
、
二
炷
目
に
一
点
を
追
加
す
る
。「
夢
浮
橋
」
の
香
で
は
、
独
り
聞
き

は
五
点
、二
人
か
ら
は
四
点
で
あ
る
。「
法
の
師
」
に
導
か
れ
な
が
ら
「
夢

浮
橋
」
に
た
ど
り
付
く
と
い
う
趣
向
が
見
て
取
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
の
五
つ
の
名
目
は
、「
夢
浮
橋
」
が
巻
名
、「
法
の
師
」「
尋
ぬ
る

道
」「
思
は
ぬ
山
」「
踏
み
惑
ふ
」
は
巻
名
歌
に
拠
る
。
こ
の
う
ち
「
法
の

師
」
と
は
、
浮
舟
を
出
家
さ
せ
た
僧
侶
を
指
す
。
薫
は
こ
の
僧
侶
か
ら
浮

舟
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
浮
舟
に
宛
て
て
送
っ
た
手
紙
に
、「
仏
の

教
え
を
聞
き
に
僧
侶
を
訪
ね
て
き
た
の
に
、浮
舟
の
消
息
を
聞
か
さ
れ
、思

い
が
け
ず
恋
の
山
に
踏
み
迷
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
の
巻
名
歌
を
書

き
添
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
門
に
入
っ
た
浮
舟
は
手
紙
を
受
け
取
ら

ず
、
薫
に
も
会
お
う
と
し
な
い
。

薫
と
浮
舟
と
の
再
会
が
な
い
ま
ま
、『
源
氏
物
語
』
は
幕
を
閉
じ
る
。
巻

名
に
な
っ
た
「
夢
浮
橋
」
と
い
う
語
は
、『
源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
薄
雲
の
巻
で
光
源
氏
が
口
ず
さ
ん
だ
古
歌
に
酷
似
し
た
表
現
を
見
い

出
す
。世

の
中
は
夢
の
わ
た
り
の
浮
橋
か
う
ち
渡
り
つ
つ
物
を
こ
そ
思
へ

（
②
四
四
〇
頁
）

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

*

*

*

*

*
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文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
以
下
、本
文
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
〜
⑥
（
小

学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
（　

）

を
付
し
て
示
す
。
な
お
、本
文
に
は
、適
宜
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま

た
、
名
目
と
一
致
す
る
本
文
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

（
2
）『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
の
第
一
系
統
第
一
類
本
に
よ
る
。
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【
影
印
】
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
七
十
六
丁
裏
）

（
七
十
七
丁
表
）

（
七
十
七
丁
裏
）
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（
七
十
八
丁
表
）

（
七
十
八
丁
裏
）

（
七
十
九
丁
表
）

（
七
十
九
丁
裏
）
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（
八
十
丁
表
）

（
八
十
丁
裏
）

（
八
十
一
丁
表
）

（
八
十
一
丁
裏
）



13 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（十）

（
八
十
二
丁
表
）

（
八
十
二
丁
裏
）

（
八
十
三
丁
表
）

（
八
十
三
丁
裏
）




